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浴槽用浮き輪で
溺れる事故

Number

280

　浴槽にすっぽり入る大きさ（約 50cm ×約

50cm）の四角い浮き輪の真ん中にパンツ型のシー

ト部分がついており、そこに足を通して座った状

態で浮くことができます。頭の部分にヘッドサ

ポートがついており、頭を支えるようになってい

ます。対象年齢は、首がすわってから生後2歳半

くらいまでです。パッケージにはプールや海でも

使用できるとの記載がありますが、店舗では風呂

用品コーナーで販売されていました。

浴槽用浮き輪とは

小児科の医師より、浴槽用浮き輪で乳幼児が溺れる事故が起きていると

の情報が国民生活センターに寄せられました。

  「浴槽浮き輪を使用したことによる乳幼児の溺水事故を経験した。浴槽

に浮かべて入浴させるもので、保護者が先にお風呂から出て身

体をふいたり、着衣したりしている間に乳幼児が浮き

輪ごと転覆し、保護者が戻ったときには浴

槽内で完全にさかさまの状態に

なっていた。インターネッ

トなどでは、親が手を離し

ていても一人で浴槽につかっ

てくれていて便利などと、便利な

面ばかり強調されているようだが、

危険性はほとんど認識されていない。

注意喚起が必要だと思う」

　

 事故は親がほんの少し目を離した隙に起きています。乳幼児を浮き輪に入れたまま
ひとりで浴槽に入れておいてそばを離れたり、親の洗髪・

洗顔等により目を離して使用することは極めて危険であり、

死亡事故につながる危険性があります。

この商品を乳幼児に使うことは避けた方が良いと考

えます。どうしても使う場合は、絶対に目を離して

はいけません（現在、メーカーは自主的

に販売を中止しています）。

事故を防ぐために
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事故を受けて、業界へ以下の要望をしました。

http://www.kokusen.go.jp/kiken/index.html
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　　　　　10ヶ月の女児を母親と

双子の姉と一緒に入浴していた。

女児を浴槽用浮き輪に入れて浴槽に残し、

母親と姉が先に服を着て浴室に戻ると、

浮き輪ごと転覆していた。死亡した。

（事故発生年月   2001年）＊

       

ケース4

こんな事故が起きています

　　　　　8ヶ月の子どもと

一緒に風呂に入り、

浴槽用浮き輪に乗せて自分は洗顔をしていた。

気がつくと子どもがうつぶせに沈んでいた。

息をしておらず、すぐに救急車で病院に行った。

幸い後遺症もなく、今は元気にしている。

（事故発生年月   2005年）

ケース1

＊ＳＴマーク
　社団法人日本玩具協会では、1971 年に「おもちゃの安全基準」を制定し、形状や強度、更には材料の安全性などで基準に合格した
玩具に「ＳＴ（セイフティ・トイ）マーク」を付与しています。
　社団法人日本玩具協会では、2006 年の秋に医師から同様の事故の報告を受けて、2007 年 1月に、このタイプの浮き輪を今後ＳＴ
の対象外とする通知を出しています。

　　　　　1歳4ヶ月の息子を姉と一緒に入浴させていたが、

姉が先に上がったので息子を浮き輪に入れたまま浴槽に残し、姉に洋服を着せていた。

3分くらいで浴室に戻ると息子が横に倒れるように浮き輪ごと転覆していた。

救急車を呼び、肺炎がひどいので総合病院から小児専門の高度医療機関に移され、

ICUでまる2日間過ごした。今は食事ができるほど回復した。

（事故発生年月   2007年）

ケース2

　　　　　10ヶ月の男児を

浴槽用浮き輪に入れて浴槽に残し、

母親が先に服を着た。

浴室に戻ると浮き輪ごと転覆していた。

引き上げたときには呼吸がなく、

意識が戻らないまま植物状態になった。

（事故発生年月   2005年）＊

ケース3


